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装置

運転状況

特徴

事象の進展･経緯 備　考

タンク改造工事の一環として作業
員2名と作業班長1名でポンツーン
内部の塗装作業を開始

タンク屋根型式を浮屋根式から固
定屋根付浮屋根式に改造する工事

指示を無視し、非防爆型電動式ス
プレーガンを使用

施工要領および朝礼時の指示では
刷毛またはローラー塗り

大量のトルエンを主としたシンナー
で希釈した塗料を使用し、1つ目の
ポンツーン内部は終了

2つ目のポンツーン塗装中に塗料
を供給

直後に爆発
1名が爆風で吹き飛ばされ死亡、1
名が負傷

塗料に引火、火災
爆発によりポンツーンが変形し、着
火した塗料によってデルタシールが
焼損、側壁の塗料が熱により剥離

鎮火

事故の引き金事象 事故に関係した直接・間接要因

非防爆型電動式スプレーガンの
火花で着火

《人的要因》
・誤操作・不作為など
 《工事・施工要因》
・施工管理不適切

密閉構造のポンツーン内部塗装を非防爆型電動式スプレーガン使用で着火爆発

原　因

タンクの浮屋根ポンツーン内塗装工事中の爆発

1994年6月24日

タンクの浮屋根ポンツーン

タンク改造工事の一環として作業員2名と作業班長1名でポンツーン内部の塗装作業

引き金事象発生の原因

ポンツーン内に可燃性混合気形成

マンホールが開放されていたとはいえ、ほぼ
密閉構造のポンツーン内部に大量のシン
ナー使用による可燃性混合気が形成

・着火源は非防爆型電動式スプレーガンの
スイッチによる火花の可能性がある
・ポンツーン内の換気を行うよう指示されて
いたが、有効な換気が行われていない

再発防止策

・密閉構造内での電動式スプレー塗装機使用の禁止。
・密閉構造内の塗装工事における換気の徹底。
・作業機器、作業方法の監督等安全管理体制の確立、作業員に対する安全教育の徹底。

安全専門家コメント

・協力会社に対する安全指導は形ばかりの指導に留まることなく、真の意味からの人命尊重に根ざしたものでなければならな
い。
・協力会社の事故であっても会社従業員が引き起こしたものと同等の捉え方をして万全の対策をとらなければならない。


